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キルシラノンの合成およびNMRスペクトルによる観測に成功 した｡第 3章では初めてのテ トラシラビシ



































れた｡一方で､-78℃ で化合物 5にトリス (トリメチルシリル)シリルカリウムを作用させたところ､シ

























物11および12を単離することに成功 した (式 3)｡化合物11および12のX線結晶構造解析より化合物11は
カリウムとの接触イオン対として存在しており､化合物12は溶媒分離イオン対､すなわちシリレンアニオ
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論文審査の結果の要旨
阿部貴志氏が提出した博士論文は全 6章から構成されている｡速度論的に安定化された低配位ケイ素化
合物の高い立体保護力および反応性を活用した種々のケイ素7T電子化合物の設計､合成､構造､と反応性
に関する研究がまとめられている｡
序章では､本研究の背景として､ケイ素二価化合物 (シリレン)に関する研究が概説され､本論文で報
告する､種々の新規ケイ素7T電子系化合物の意義づけが述べられている｡
第一章では､安定なシリレンとその二量体であるジシレン (ケイ素-ケイ素二重結合化合物)の間の溶
液中での平衡を分光学的に直接観測し､その熱力学的パラメータを実験的に求めることに成功した｡
第二章では､シリレンユニットを持っハロシラノールの脱ハロゲン化水素反応を詳細に検討した結果､
塩基配位のないジアルキルシラノン (ケイ素一酸素二重結合化合物)を低温で発生させることに成功
し､29siNMRによる直接観測に成功した｡これは塩基配位のないシラノンの直接観測の初めての例であ
る｡またジアルキルシラノンの生成は捕捉反応でも確かめられた｡
第三章では､ビシクロ[1.1.0]ブ ト 1(3トエンのケイ素類縁体の合成に成功した｡Ⅹ線構造解析と理論計
算の結果､この化合物の架橋ケイ素間は弱いq結合と7t結合からなる二重結合であることを突き止めた｡
ビシクロ[1.1.0]ブ ト 1(3)-エンは､これまでに合成例のない高歪みアルケンであり､その架橋二重結合の
電子状態についての知見は理論的研究によるものに限られていたが､本研究によりビシクロ[1.1.0]ブ ト
1(3)-エン骨格の電子状態を明らかにすることが出来た｡
第四章では､安定シリレンの-電子還元により､対応するシリレンアニオンラジカルの合成と単離に成
功した｡安定シリレンおよびそのアニオンラジカルの両方を合成単離したのはこれが初めてであり､二配
位ケイ素上の電子数及び電荷の変化に伴う詳細な構造変化を明らかにすることに成功した｡
第五章では､新規二配位アルキル置換基を設計合成し､これまでで最も熟的に安定性の高いジアルキル
シリレンの合成に成功した｡
本研究で得られた成果は､ケイ素など高周期典型元素の化学のみならず､広く有機化学の構造論と反応
論の深化に貢献するものである｡
以上の研究成果は､阿部貴志氏が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
を示している｡したがって､阿部貴志氏提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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